


















































































































がさまざまに strike という語を意識しながら改稿しているさまが浮かびあがる。 
本章では、ハンナ・アーレントによるフランス革命論も援用されるが、それはすなわち、
艦長ヴィアが、いわゆる一般意志の総体としての、公的意志のごとき存在として、位置づけ
られていることを確認するためである。しかしながら物語は、公的意志の人にたいして、ビ
リー・バッドとクラガートという二人の、隠喩の次元における父のごとき役割も付与してい
る。公的意志たる艦長の仮面が、二人の息子に殴られることで、ひび割れるのだ。かくて、
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公私のはざまで引き裂かれる、父ヴィアの苦悩が、陰画のごとく前景化される。そうして棄
てられた子としてのビリー・バッドが、父ヴィアの苦しみに救済を施すという逆転の構図
が、物語の最終的な枠組みになるところも論じている。 
メルヴィルの第一長篇作品『タイピー』をめぐる、第 7章「永遠の風景」は、語り手トン
モが南太平洋に浮かぶ孤島の自然に向ける眼差しを検討している。語り手は、作品の冒頭か
ら、乗船している船にかつて塗られていた、瑞々しき緑の色彩が喪われたことを嘆く。それ
はのちに、マルケサス諸島の圧倒的な自然に魅きつけられて、船から脱走する、という物語
上の展開のための準備であるだけでなく、アメリカ大陸における環境破壊、自然破壊にたい
する隠喩でもある。エデンの園のごとき原初の自然という、新大陸の新大陸たるアイデンテ
ィティの喪失、という主題につらなるのだ。メルヴィルの語り手が抱く、ピクチュアレスク
美学のフィルターをとおした南太平洋にたいする熱帯幻想の背景には、アメリカにおける
自然概念の再神話化、あるいは喪われた自然にたいするノスタルジーといった主題が隠れ
ているのだといってもよい。語り手は、自然に歴史を接続させ、西洋の文明史に対抗するた
めに、考古学や地質学も援用する。その営みは、西洋の歴史に比肩する、マルケサス諸島の
聖なる自然の風景を称えることで、世界の起源を確認せんとする欲望に由来する。そうして
原始の風景に回帰する探検と巡礼の旅に、永遠性を重ねんとする、作者の祈りの姿が浮かび
あがる。 
第 8章「道化の祈り」は、短篇作品「コケコッコー！」の修辞分析をつうじて、語り手の
戯画的な自己演出のなかに、おのれの救済を求める、切なる渇きが埋めこまれていることを
議論している。物語は冒頭から、心も身体も病んでおり、経済的にも借金苦に苛まれる、八
方塞がりの日々を過ごす語り手の主観が投射された、「意識の流れ」の先取りのごとき風景
描写で彩られる。たとえばそこには、興奮した語り手が、このころに新しく敷かれた鉄道に
たいする批判を展開しながらも、そこから脱線するかのように、個人的な借金問題に話をず
らし、激怒するさまも描かれる。そうしてきわめて不自然な語り手の所作に、読み手は笑う
よう導かれる。さらに語り手は、自分で自分を落とし、さらにはそれを反復することで、む
やみやたらに読み手に笑われるような身振りをする。実のところ、物語に描かれる雄鶏の雄
叫びは、おそらくは、自己投射をクセとする語り手だけが聴き取ることのできる幻聴なのだ
が、読み手はこのようにして語り手に笑わされることで、ややもすると、その蓋然性に気づ
かず読み飛ばしてしまう。笑いは幻聴を隠す、煙幕のような役割を果たすのだ。語り手の絶
望を、笑いという衣装でくるみつつ、霊魂の不滅を謳う雄鶏の勇気と自己救済の祈りが紡が
れるさまを、かくて本章は浮き彫りにしている。 
短篇作品「ピアザ」をめぐる、第 9章「幻視のゆくえ」は、「コケコッコー！」の場合に
似て、現実の困難からの救済を求める語り手の、妖精探しの旅路における、光学作用にかか
わる描写を精査している。光の反射作用をめぐる言及に満ちたこの作品では、語り手の農家
と、マリアンナという女性が住まうコテージとが、類似しつつも対称的であるという、シン
メトリーの世界が描かれる。だが、方角的には決してみえるはずがないものを、語り手がみ
てとっている、という大きな矛盾が、物語世界を複雑にする。それはすなわち、語り手によ
る誤読という主題に接続するのだ。誤読に基づく祈りと芸術は、あるいは祈りの芸術は、可
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能であるのか、という問いかけである。本章では、反射光に幻惑され、アイロニーに笑い、
笑われながらも、それでもなお、うっすらと、それが可能であることを祈る視座があるさま
を論じている。誤読という自虐的なアイロニーに悶えながらも、ピアザという空間が、自己
救済の祈りと芸術が存立しうる最後の磁場として、捉えられているのだといってもよい。 
第 10章「痕跡と文学」は、中篇作品「エンカンターダズ」、とりわけその第八スケッチ、
「ノーフォーク島と混血の寡婦」を論じている。水難事故でこの世を去った、夫と弟の痕跡
が刻印されている、混血女性ウニイャの凍結された精神風景を、絵画的文彩を分析すること
で浮かびあがらせる論考である。裏切りと受難、絶望と忍耐、そして受容という過程を孤独
に辿ったウニイャをめぐるこのスケッチは、先の「ピアザ」に似て、視覚の主題を前景化さ
せる。夫と弟が溺れていく場面を、絵画を眺めているかのようにみつめるウニイャの精神
は、その風景に囚われて、時間感覚も奪われて、瞬間冷凍されている。それは夫たちが亡く
なったあともなお、同じ環境で暮らしつづける彼女の日常の風景、すなわち、夫たちがかつ
て疑いようもなく存在していたことを、その欠落が強調する類いの風景を、内在化したもの
でもある。リアルな生の痕跡を前にして、ウニイャはなにもかたろうとしない。語り手が、
彼女の心を代弁することもない。だが、そこには、沈黙をつうじてでしかかたることがかな
わないような、ウニイャの救済を希う悼みと祈り、という痛切な主題が横たわっている。 
最終章たる第 11 章「死の虚空、痕跡の生」は、短篇作品「バートルビー」において、批
評史的には信頼できないとされる傾向にある語り手が、バートルビーという存在に取り憑
かれ、ウニイャと同様、その欠落の痕跡を内在化する姿を、震える行為の分析をつうじて浮
かびあがらせるものである。物語の語り手は、全知全能ではなく、超人でもなく、多分に利
己的でありながらも、神を前にして跪く、19世紀中葉のマンハッタンにおける常人である。
「わたし」という人物は、それなりに利己的であり、それなりに敬虔である、ということな
のだが、そのような語り手が、おのれの意志で、異邦人たるバートルビーを自分の部屋に迎
え入れた結果、生と死の境界線にあるバートルビーという存在に、心を震わされ、怖れ、怒
り、彼から逃げだそうとする。だが、逃げようとしても、追いかけられて、逃げ切れない。
バートルビーがおのれの心に棲みついているからである。それはバートルビーが亡くなっ
たのちであっても、変わることがない。あるいは不在の存在であるからこそ、永遠に、「わ
たし」はバートルビーの痕跡に追いかけられながら生きるのだ。かくて、バートルビーのこ
とを物語る行為そのものが、絶対的な他者の痕跡に囚われた語り手の、決して手が届くこと
のない死者に捧げられた、悼みと祈りの営みなのだといってよい。 
なお、本論文の巻末には、1850年夏、『白鯨』を執筆しているさなかにメルヴィルがもの
した評論文、「ホーソーンと彼の苔」の全訳を収めている。くわえて、執筆背景にまつわる
詳細な註釈も付している。 
以上 
